




要約:催奇形の外因として薬物の問題があげられる。いま、わが国の妊娠可能な婦人でもっ

とも多く使用されている薬物は、抗てんかん薬、向精神薬、ステロイドと考えられる。今

回は、抗てんかん薬と向精神薬における催奇形性と新生児体重などに及ぼす影響を調査し

た。両者ともに今日のような投薬状況では催奇形性はないと考えられた。 


